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本
論
文
は
、「
一
九
九
○
年
以
降
に
日
本
企
業
で
行
わ
れ
た
人
的
資
源
管
理
の
改
革
や
組
織
の
変
化
が
、
労
働
者
の
意
識
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
」
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
特
に
正
社
員
と
し
て
企
業
に
勤
め
る
従
業
員
を
分

析
対
象
と
し
、
組
織
と
個
人
と
の
関
係
性
に
注
目
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
二
○
○
五
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
（
三
三

歳
以
上
の
正
規
雇
用
者
一
九
一
一
名
）
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
○
年
代
に

行
わ
れ
た
人
事
労
務
管
理
と
組
織
の
変
化
は
、
多
く
の
場
合
に
、
人
件
費
抑
制
目
的
で
な
さ
れ
た
評
価
制
度
の
変
更
、
身
近
な
人
の

解
雇
を
含
む
人
材
の
流
動
化
、
職
場
に
お
け
る
協
力
的
慣
行
の
減
退
、
昇
進
や
昇
給
に
対
す
る
個
人
業
績
の
反
映
な
ど
の
形
で
従
業

員
に
経
験
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
験
は
、
従
業
員
に
対
し
て
、
意
識
の
「
個
人
化
」
と
呼
び
う
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
「
会

社
に
対
す
る
不
信
感
」、
他
方
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
通
し
て
自
分
自
身
の
雇
用
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
」
を
生
み
出
し
た
。
こ

の
傾
向
は
、
短
期
的
で
個
人
的
な
関
係
を
軸
に
し
た
雇
用
関
係
を
進
展
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
、

信
頼
・
自
己
規
制
・
組
織
忠
誠
心
等
か
ら
な
る
「
組
織
的
価
値
」
の
減
退
を
も
た
ら
し
、
組
織
の
効
率
性
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
が
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
つ
つ
も
、
従
業
員
雇
用
の
安
定
を
図
り
、

評
価
制
度
に
お
け
る
絶
対
評
価
や
協
力
的
行
動
に
対
す
る
評
価
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
あ
る
程
度
の
長
期
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
相
互
協
力
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
唆
も
分
析
結
果
か
ら
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
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